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- 医療 ・ 福祉 - 減　災 科学技術 アート
コミュニケーション
デザイン








































































































































































































































































































［検証］ 参加者 ・ 進行役 ・ 企画者 ３つの立場の体験を経た個人の変化
経験則・実践知の蓄積
体験者 A ： 対話プログラムへの参加未経験



































































































































































































































































［考察］ 企業 （組織） における対話の課題、 意義 ・効果とは？
組織において対話が必要だと考えられるプロセス
①組織内の機能セグメント上 （企業 ：研究開発、 商品開発、 営業、 管理部門、 組織横断、 人材育成）
②社会とのコミュニケーション （ステークホルダー、 有識者）
商品開発における顧客価値情報の転写※
顧客価値 開発 生産 物流 営業 アフター
サービス
コンセプト
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